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も
可
能
で
す
。

　

本
人
が
資
産
管
理
能
力
を

維
持
4

4

し
て
い
る
場
合
は
、
任

意
後
見
制
度
の
利
用
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
高
齢

の
親
が
将
来
資
産
管
理
能
力

を
失
っ
た
時
点
で
長
女
に
資

産
管
理
を
委
ね
た
い
と
考
え

た
と
き
、
親
と
長
女
の
間
で

任
意
後
見
契
約
（
契
約
書
を

作
成
）
を
締
結
し
、
そ
の
契

約
書
を
公
証
役
場
で
作
成

し
、
法
務
局
に
登
記
し
て
も

ら
い
ま
す
。
家
庭
裁
判
所
が

審
査
し
、
任
意
後
見
監
督
人

を
選
任
す
る
こ
と
で
任
意
後

　

高
齢
の
親
の
財
産
を
管
理

す
る
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。「
家
族
信
託
」
が
利
用

で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
検
討
す
る
の
は
「
成

年
後
見
制
度
」
の
利
用
で

す
。

　

既
に
資
産
管
理
能
力
が
減4

退4

し
て
い
る
場
合
、
利
用
可

能
な
の
は
法
定
後
見
と
呼
ば

れ
る
後
見
、
保
佐
、
補
助
の

制
度
で
す
。
親
族
等
が
申
し

立
て
る
と
、
家
庭
裁
判
所
が

高
齢
者
本
人
の
能
力
や
状
況

に
応
じ
て
後
見
人
、
保
佐

人
、
補
助
人
を
選
任
し
て
く

れ
ま
す
。
親
族
間
に
紛
争
が

あ
る
な
ど
特
段
の
問
題
が
な

い
限
り
、
自
分
自
身
や
依
頼

し
て
い
る
法
律
家
を
推
薦
す

る
こ
と
で
、
任
意
の
人
を
後

見
人
等
に
就
任
さ
せ
る
こ
と

見
が
開
始
し
、
任
意
後
見
人

に
な
っ
た
長
女
は
親
の
資
産

管
理
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ご
質
問
の
「
家
族
信
託
」

は
、
民
事
信
託
制
度
の
活
用

に
お
い
て
信
託
を
引
き
受
け

る
人
（
受
任
者
と
言
い
ま

す
）
を
家
族
・
親
族
に
す
る

手
法
の
通
称
で
、
近
時
そ
の

利
用
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

前
述
の
例
で
い
う
と
、
資
産

を
有
す
る
親
と
そ
の
管
理
を

引
き
受
け
る
長
女
が
信
託
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
、
そ
の
契
約
締
結
時

点
で
高
齢
の
親
が
十
分
な
判4

断
能
力

4

4

4

を
有4

し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
例
え
ば
遺
言

や
生
前
贈
与
で
は
一
代
限
り

の
相
続
・
贈
与
し
か
指
示
で

き
な
い
の
に
対
し
、
信
託
を

設
定
し
て
お
け
ば
二
代
目
以

降
の
相
続
等
を
定
め
る
こ
と

も
で
き
る
と
い
う
点
で
利
点

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
信
託

設
定
時
に
課
税
が
な
さ
れ
る

の
で
、
相
続
対
策
と
し
て
考

え
る
な
ら
、
そ
の
点
の
検
討

も
必
要
で
す
。

 

（
弁
護
士
・
國
本
依
伸
）

転ばぬ先の　
　法律相談

医院経営

第32回 親の財産管理

違い見極め最適な
制度選択を　　　

イラスト・辻井タカヒロ

　

物
価
高
騰
が
医
療
機
関
の
経
営
を
直
撃

し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
「
第
８
波
」
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
に
向
け
警

戒
が
続
く
な
か
、
感
染
防
止
対
策
費
や
水

道
光
熱
費
な
ど
の
高
騰
が
、
医
療
機
関
に

追
い
打
ち
を
か
け
る
。
政
府
、
大
阪
府
、

府
内
自
治
体
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
支
援

が
急
務
だ
。

　

福
祉
医
療
機
構
が
12
日
に
公
表
し
た
９

月
の
病
院
経
営
動
向
調
査
（
回
答
数
２
６

５
医
療
機
関
）
に
よ
る
と
、
回
答
し
た
病

院
の
約
88
％
が
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
に

よ
り
「
影
響
を
受
け
て
い
る
」
と
回
答
。

う
ち
約
50
％
が
水
道
光
熱
費
に
つ
い
て
前

年
度
同
時
期
（
４
〜
６
月
）
よ
り
20
％
以

上
増
加
し
た
と
回
答
し
て
い
る
。

　

医
療
機
関
は
、
公
定
価
格
で
あ
る
診
療

報
酬
を
主
な
収
入
源
と
す
る
た
め
、
水
道

光
熱
費
な
ど
が
急
騰
し
た
場
合
は
、
医
療

機
関
の
持
ち
出
し
が
多
く
な
る
。
医
療
機

関
は
こ
れ
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

対
策
に
か
か
る
経
費
増
や
患
者
の
受
診
控

え
、
度
重
な
る
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改

定
、
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
な
ど
で
経
営
基
盤
が

脆
弱
化
し
て
い
る
。
放
置
す
れ
ば
地
域
医

療
体
制
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
る
。

　

協
会
は
こ
れ
ま
で
、
府
と
府
内
全
市
町

村
に
交
付
金
等
を
活
用
し
た
医
療
機
関
へ

の
財
政
措
置
を
強
く
求
め
て
き
た
。
厚
労

省
も
物
価
高
騰
対
策
で
は
、
自
治
体
に
対

し
て
医
療
機
関
支
援
に
向
け
た
各
種
交
付

金
の
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
大
阪
府
や
府
内
自
治
体
の
支

援
策
は
な
い
に
等
し
い
。
府
が
交
付
金
を

活
用
し
て
実
施
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
向
け
の
燃
料
費
高
騰
支
援
金
で
さ

え
対
象
が
狭
く
額
も
極
め
て
貧
弱
だ
。

　

一
方
で
、
府
・
市
は
カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
や
万

博
な
ど
の
大
型
開
発
に
税
金
を
投
入
。
市

は
土
壌
汚
染
対
策
に
約
７
９
０
億
円
の
支

出
を
決
定
し
た
。
巨
額
の
税
金
を
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
患
者
を
生
み
出
す
カ
ジ
ノ

に
費
や
す
の
で
は
な
く
、
物
価
高
に
苦
し

む
医
療
機
関
や
国
民
生
活
を
直
接
支
え
る

政
策
に
振
り
分
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

政
府
・
自
治
体
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る

医
療
機
関
や
国
民
生
活
へ
の
深
刻
な
影
響

を
重
く
受
け
止
め
、
命
と
健
康
、
暮
ら
し

を
守
る
対
策
を
最
優
先
に
講
じ
る
必
要
が

あ
る
。

春夏秋冬

深
刻
さ
増
す
物
価
高
騰

命
の
砦
守
る
支
援
急
務

地域医療構想

病床削減は撤回へ

大阪社保協 11/６にシンポ

　

大
阪
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
流
行
時
に
最

て
お
り
、
全
国
で
最
も
多
く

な
っ
て
い
る
。

　

医
療
崩
壊
の
背
景
に
あ
る

の
が
、
２
０
１
８
年
度
に
府

が
策
定
し
た
「
第
７
次
大
阪

府
医
療
計
画
」
だ
。
府
は
計

画
に
基
づ
き
、
急
性
期
病
床

を
中
心
に
大
幅
な
病
床
削
減

転
換
し
た
医
療
機
関
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
、
病
床
転

換
を
一
層
推
し
進
め
る
。

　

協
会
は
維
新
府
政
に
よ
る

病
床
削
減
政
策
が
必
要
な
医

療
を
提
供
で
き
な
い
事
態
を

招
い
た
と
批
判
。
府
民
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
に
、
病

床
削
減
計
画
の
撤
回
を
求
め

る
。

２０２２２０２２
大阪府大阪府
交渉交渉
④

21・22年度　第18回　理事会報告　2022年10月８日
【報告事項】
・ 75歳以上窓口負担２割化阻止の取り組みで「窓口負担増の中止を求める」
請願署名に会員649人から８千561筆を集約。10月20日の国会要請で提出。
・ 保団連は１日、東京・新宿で75歳以上窓口負担２割化実施に抗議する宣伝
を行い、小澤理事長らが参加した。
・ 「反核医師のつどいin兵庫」が９月24・25日に開催され、小澤理事長ら理
事・役員、事務局が参加した。
【重点検討課題】
・ 物価高騰を受け、「電気・ガス・食品等高騰重点支援地方交付金」を活用
した医療機関支援を、府内全自治体に医科協会と連名で要請する。
・ 窓口負担２割化実施後の高齢者の受診実態や生活への影響をつかむため、
保団連が作成する「アンケート付きリーフ」を活用する。
・ マイナンバーカードによるオンライン資格確認の原則義務化に抗議し、20
日、「義務化撤回を求める」会員署名432筆をもって国会議員要請に取り組
む。

　

臨
床
学
術
部
は
２
日
、
10

月
度
生
涯
研
修
講
座
「
栄
養

状
態
か
ら
考
え
る
糖
尿
病
と

歯
周
病
の
医
科
歯
科
連
携
」

を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い

た
。
西
村
英
紀
氏
（
九
州
大

学
大
学
院
歯
学
研
究
院
口
腔

機
能
修
復
学
講
座
歯
周
病
学

分
野
教
授
）
を
講
師
に
20
人

が
参
加
し
た
。

　

西
村
氏
は
「
糖
尿
病
と
は

イ
ン
ス
リ
ン
の
不
足
に
よ
る

素
に
よ
る
炎
症
が

イ
ン
ス
リ
ン
の
働

き
を
悪
く
す
る
。

歯
周
治
療
に
よ
っ

て
炎
症
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と

で
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
が

改
善
で
き
る
」
と

慢
性
高
血
糖
を
主
徴
と
す
る

代
謝
異
常
を
伴
う
疾
患
で
あ

り
、
そ
の
発
症
に
は
遺
伝
因

子
と
環
境
因
子
が
関
与
す

る
。
代
謝
異
常
の
持
続
は
特

有
の
合
併
症
を
き
た
し
、
無

症
状
か
ら
昏
睡
状
態
に
至
る

幅
広
い
病
態
を
示
す
」
と
説

明
し
た
。

　

ま
た
、
歯
周
病
と
の
関
連

に
つ
い
て
西
村
氏
は
、「
歯

周
病
菌
に
よ
る
強
力
な
内
毒

解
説
。「
特
に
や
や
ぽ
っ
ち

ゃ
り
体
系
の
方
は
よ
り
炎
症

を
起
こ
し
や
す
く
、
定
期
的

な
歯
科
治
療
に
よ
っ
て
過
剰

な
炎
症
を
軽
減
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
」
と
し
た
。

　

西
村
氏
は
、
「
高
齢
者
は

炎
症
こ
そ
起
き
に
く
い
が
菌

が
増
殖
し
や
す
く
、
口
腔
ケ

ア
に
よ
っ
て
誤
嚥
性
肺
炎
の

リ
ス
ク
を
低
減
す
る
必
要
が

あ
る
。
栄
養
の
経
口
摂
取
は

イ
ン
ス
リ
ン
作
用
を
促
し
糖

尿
病
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
感
染
リ
ス
ク
の
増
大

に
留
意
し
な
が
ら
、
栄
養
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
」
と
し
た
。

 

（
高
石
市
・
兵
頭
正
道
）

栄
養
状
態
と
口
腔
の
関
連
を
講
演

西
村
氏　

経
口
摂
取
、
糖
尿
病
予
防
に
効
果

栄養状態に関連した口腔内
の変化について解説する西
村氏＝２日、Ｍ＆Ｄホール

９
月
末
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
人

口
１
０
０
万
人
あ
た
り
の
死

者
数
は
７
３
１
人
と
突
出
し

対
象
と
し
て
い
る
。

　

府
は
、
よ
り
少
な
い
看
護

師
数
で
対
応
で
き
る
回
復
期

病
床
な
ど
に
急
性
期
病
床
を

高
で
16
万
人
が
自

宅
療
養
、
７
万
５

千
人
も
の
人
が
入

院
調
整
中
と
な

り
、
医
療
を
必
要

と
す
る
府
民
が
医

療
に
か
か
れ
な
い

状
況
に
陥
っ
た
。

高
齢
者
施
設
で
は

感
染
し
た
入
所
者

の
搬
送
先
が
見
つ

か
ら
ず
留
め
置
き

が
常
態
化
。
府
の

を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
急
性
期

病

床

だ
け
で

も
、
20
年
度
２

３
２
床
、
21
年

度
１
０
４
床
を

削
減
。
医
療
提

供
体
制
の
強
化

が
求
め
ら
れ
る

な
か
で
も
、
22

年
当
初
予
算
で

は
９
３
４
床
を

削
減
・
転
換
の

　協会が常任幹事団体を務める大阪社会保障推進協議会は、「大
阪のコロナ禍３年を検証する」をテーマに11月６日、市民公開
シンポジウムを開く。会場はＭ＆Ｄホール、ウェブ（Zoom）併
用、参加費は無料。
　シンポは大阪府保険医協会の井上美佐副理事長がコーディネー
ターを務める。医師や保健師、ケアマネジャーらがシンポジスト
として登壇し、第一線でコロナ禍に直面した経験から、大阪のコロ
ナ対策を検証。第８波を見据えた対策を提言する。
　現地参加の申し込みは大阪社保協までTEL（06-
6354-8662）、ウェブ参加の申し込みは右記QRコ
ードから登録。

コロナ禍３年を検証コロナ禍３年を検証


